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安城の歴史を現代に伝える情報誌

2.    特別展「生誕 220 年広重－雨、雪、夜　風景版画の魅力をひもとく－」
4.　収蔵品紹介「ヨコハマのパン屋さん精月堂」
5.　新連載「懐かしの写真 昔ものがたり」
6.　夜の博物館にワクワク！「ナイトミュージアム」
7.　安祥文化のさとではたらく人たち ・ イベント紹介
8.　夏休み行事紹介、市民ギャラリーよりお知らせ
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安祥文化のさととは安城市にある松平氏四代50年の居城跡を

整備した安祥城址公園一帯の名称です
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● 夏休み自由研究相談会
歴史の自由研究を考えている方に、研究の
進め方や参考になる本の探し方など、学芸
員が相談にのります。親子参加も歓迎です。

〔日時〕 ７月 28 日（金）・29（土）・30（日）
　　　10:00 ～ 15:00

〔場所〕 歴史博物館
　　　 エントランスホール特設会場

〔対象〕 小学 3 年生～中学 3 年生まで
※当日先着順で受付をしますが、事前に日
時を予約することもできます（７月 15 日

（土）から電話受付）。希望する日時、調べた
いことなどを電話で歴史博物館へ。

〔申込み・問合せ〕
安城市歴史博物館　☎ 0566-77－6655

● 古墳時代の鏡づくり
弥生時代から古墳時代の青銅製品や銅鏡につ
いて学び、低融点合金を使って、ミニチュアの内
行花文鏡をつくります。

〔日時〕７月22日（土）・23日（日） 13:00 ～16:00
〔場所〕 埋蔵文化財センター創作実習室
〔対象〕小学 4 年生～18 歳
〔定員〕 各10 名（先着順）    〔参加費〕 300 円

〔申込み〕6 月 23 日（金）9:00〜電話で受付開始（月曜日休館・7/17（月）は開館）

〔申込み・問合せ〕 安城市歴史博物館内文化振興課文化財係　☎ 0566-77-4477　

● 考古学スイーツづくり
古墳や発掘調査で出土したものをかたどっ
て和菓子のねりきりを作りましょう。

〔日時〕 7 月 29 日（土） 13:00 ～ 16:00
〔場所〕歴史博物館体験学習室
〔対象〕小学 4 年生～ 18 歳
〔定員〕 15 名（先着順）　〔参加費〕 300 円

夏休み子ども考古学講座

夏休みは歴史博物館・埋蔵文化財センター・市民ギャラリーに行こう！

市制 65 周年記念事業
日本・デンマーク国交樹立 150 周年記念

ハンス・クリスチャン・アンデルセン展

［開催期間］ 平成 29 年 7/27（木）～ 8/13（日）

［時間］ 9：00 ～17：00

［休館日］ 7/31（月）・8/7（月）

［観覧料］ 2００円（中学生以下無料）

安城市民ギャラリーよりお知らせ

安城市歴史博物館 
開館時間 / AM9:00 ～ PM5:00

TEL : 0566-77-6655　FAX : 0566-77-6600

安城市民ギャラリー
開館時間 / AM9:00 ～ PM5:00

TEL : 0566-77-6853　FAX : 0566-77-4491

安城市埋蔵文化財センター
開館時間 / AM9:00 ～ PM5:00

TEL : 0566-77-4490　FAX : 0566-77-6600

安祥公民館
開館時間 / AM9:00 ～ PM9:00

TEL : 0566-77-5070　FAX : 0566-77-6062

Asagao

Asagao

安城市
歴史博物館

Anjo city Museum of History

Hoe

Maruheki box

Stamp

［全館共通事項］

住　所 / 〒446-0026 愛知県安城市安城町城堀 30 番地

休館日 / 毎週月曜日（祝日の場合は開館）、年末年始（12/28-1/4）

URL/ http://ansyobunka.jp/ 安城市歴史博物館

特集：生誕 220 年 広重―雨、雪、夜   風景版画の魅力をひもとく―
写真中央：東海道五拾三次之内  日本橋  朝之景

講座
共通
事項

講座共通事項

● 空中に絵を描こう！ ３Ｄアートペン体験教室
ペン先からプラスティックを溶かし出し、冷めて固まることで、立体を
描くことができる３Ｄペンを体験しましょう。簡単な作品テンプレート
から、それぞれ自由に選んで制作します。大人も参加出来ます。

〔日時〕 8 月 26 日（土）
　　　①11:00 ～ 12:00  ②13:30 ～ 14:30  ③15:00 ～ 16:00

〔場所〕 市民ギャラリー創作実習室
〔講師〕 3Doodler（スリードゥードゥラー）運営スタッフ

〔対象〕 5歳以上 ※8歳未満は保護者同伴　〔定員〕各回10名
〔参加費〕 500 円　〔申込み〕8 月 16 日（水）必着

● 絵柄の切り抜きでオリジナルグッズ作り
　～デコパージュ体験～
デコパージュとは薄い紙に描かれた模様を切り取り、専用液で貼り
付けてデコレーションする技法のことです。 小物を美しく飾ってみ
ましょう。

〔日時〕 8月12日（土） 　①10:00 ～ 12:00　②13:30 ～ 15:30
〔場所〕 市民ギャラリー創作実習室
〔講師〕 藤井宏美氏、伊藤沙耶花氏（Sweet Roseハンドメイド教室）
〔対象〕 4歳以上 ※未就学児は保護者同伴
〔定員〕 各回14名  〔参加費〕 500 ～ 800円
〔申込み〕 7月30日（日）必着

● 縄文時代の石器づくり
縄文人も使っていた下呂石やサヌカイトで
矢じりやナイフを作りましょう。

〔日時〕 8 月 6 日（日） 13:00 ～ 16:00
〔場所〕 埋蔵文化財センター創作実習室
〔対象〕小学 4 年生～18 歳
〔定員〕 20 名（先着順）　〔参加費〕 300 円

● 家族古墳ミステリーツアー
安城市内の二子古墳、姫小川古墳等をバスに
て巡回見学します。

〔日時〕 ７月28日（金） 13:00 ～ 17:00
〔集合場所〕 市民ギャラリーエントランス
〔対象〕小中学生家族（親子など2人1組）
〔定員〕 9組18名（先着順）   〔参加費〕 2人1組500円

世界的な童話作家ハ
ンス・クリスチャン・
アンデルセンの生涯
と芸術の世界を紹介
します。

イベント名称・希望の時間・〒・住所・氏名・フリガナ・電話番号・年齢を記入の上、ハガキかFAX（1枚で2人まで応募可）、または市民ギャラリーホームページからお申
込みください。定員を超えた場合は抽選とします。  　【安城市民ギャラリー】〒446-0026愛知県安城市安城町城堀30 番地　TEL：0566-77-6853　FAX：0566-77-4491

Human face earthenware

※スケジュールや内容が変更になる場合がございます
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﹂
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日
時
﹈ ８
月
11
日（
金
・
祝
）      

①
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

②
13
時
30
分
〜
14
時
30
分

﹇
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場
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市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　

 

創
作
実
習
室
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切
り
開
い
た
ア
ル
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缶
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性
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で
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付
け
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で
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て
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を
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け

ま
す
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重
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に
挑
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た
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史
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に
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し
ま
す
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﹇
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ト
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）

﹇
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員
﹈ 

各
回
30
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用
﹈ ５
０
０
円
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展
関
連
イ
ベ
ン
ト

名所江戸百景　亀戸梅屋舗
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博
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ト
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み
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﹁
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で
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し
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の
世
界
﹂
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史
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﹁
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﹇
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﹁
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定
員
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名
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- 雨、雪、夜 風景版画の魅力をひもとく -

生誕 220 年
特別展

［会期］平成29年7月22日（土）～ 9月3日（日）

前期：7月22日～8月13日「広重の旅」

後期：8月15日～ 9月3日「風景絵師広重」　

観覧料500円（中学生以下無料）・前後期セット券700円

文責 野上真由美
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﹈
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２
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﹇
申
込
方
法
﹈ 

広
重
の
生
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ち
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東
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五
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︑
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︒
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﹂
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︑
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︑
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︑
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︒
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﹂
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︑
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︒
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﹂
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雨
が
降
る
様
子
を
︑

人
々
が
慌
て
て
駆
け
出
す
様
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
あ

ら
わ
し
て
い
ま
す
︒
同
じ
雨
で
も
﹁
土
山 

春
之
雨
﹂

で
は
︑
ま
だ
冷
た
い
春
の
雨
が
長
く
降
り
続
く
様
子

を
︑
肩
を
落
と
し
な
が
ら
歩
を
進
め
る
大
名
行
列
の

一
行
を
描
く
こ
と
で
巧
み
に
表
現
し
て
い
ま
す
︒

東海道五拾三次之内　庄野　白雨

今
回
の
展
示
で
は
︑
保
永
堂
版
﹁
東
海
道
五
拾

三
次
之
内
﹂
全
揃
を
会
期
中
一
同
に
展
示
し
ま
す
︒

ま
た
︑前
期
﹁
広
重
の
旅
﹂・
後
期
﹁
風
景
絵
師
広
重
﹂

の
テ
ー
マ
で
広
重
が
抒
情
豊
か
に
描
い
た
旅
の
情
景

や
︑
名
所
名
跡
の
風
景
を
紹
介
し
ま
す
︒

ま
た
︑ゴ
ッ
ホ
が
模
写
し
た
こ
と
で
も
有
名
な
﹁
名

所
江
戸
百
景
　
亀
戸
梅
屋
舗
﹂︵
後
期
の
み
︶
ほ
か
︑

広
重
が
描
い
た
四
季
の
風
景
を
特
別
展
示
し
ま
す
︒

生
誕
二
二
〇
の
今
年
︑
本
当
の
広
重
の
魅
力
を

発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
︒

保
永
堂
版

東
海
道
五
拾
三
次
之
内

２木
曽
海
道
六
拾
九
次
之
内

３
江
戸
・
諸
国
・
伊
勢

４

　
安
城
市
歴
史
博
物
館
で
は
︑
平
成
二
十
七

年
度
に
特
別
展
﹁
北
斎
の
富
士
﹂
で
葛
飾
北
斎

の
展
示
を
行
い
ま
し
た
︒
あ
れ
か
ら
二
年
︒
平

成
二
十
九
年
度
は
︑
葛
飾
北
斎
と
並
び
評
さ

れ
る
風
景
版
画
家
歌
川
広
重
の
生
誕
二
二
〇

年
で
す
︒
広
重
と
い
う
と
︑
ま
ず
﹁
東
海
道
五

拾
三
次
﹂
を
思
い
浮
かべ
る
と
思
い
ま
す
が
︑﹁
富

嶽
三
十
六
景
﹂
で
の
大
胆
な
構
図
や
筆
致
で
強

烈
な
イ
ンパ
ク
ト
を
与
え
る
北
斎
と
比
較
す
る

と
︑
広
重
の
東
海
道
五
拾
三
次
は
情
感
あ
ふ
れ

る
作
風
な
が
ら
︑
と
も
す
れ
ば
地
味
な
印
象

を
持
つ
方
も
多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
︒
し
か
し
︑

広
重
は
巧
み
な
技
術
と
と
も
に
︑
見
る
者
を
惹

き
付
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
を
作
品
に
施

し
て
い
る
の
で
す
︒

　
さ
あ
︑
広
重
の
逆
襲
が
こ
こ
に
始
ま
り
ま
す
︒

け
い
さ
い
え
い
せ
ん

木曽海道六捨九次之内　長久保

東海道五拾三次之内　土山　春之雨

や
よ
す
が
し
じ
ょ
う
び
け
し

そ

し
ゃ
く

た
け
の
う
ち
ま
ご
は
ち

そ
ろ
い
も
の

広
重
は
︑単
に
名
所
を
描
く
だ
け
で
は
な
く
︑季
節
︑天

候
︑時
間
帯
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
に
組
み
合
わ
せ
︑登
場
人
物

の
感
情
を
巧
み
に
情
景
の
中
に
描
き
出
す
こ
と
に
よ
っ

て
︑長
く
人
々
の
心
を
惹
き
つ
け
る
作
品
を
生
み
出
し
ま

し
た
︒

保
永
堂
版﹁
東
海
道
五
拾
三
次
之
内
﹂で
人
気
絵
師
と

な
っ
た
広
重
は
そ
の
後
二
〇
を
超
え
る
東
海
道
絵
揃
物
を

描
い
て
い
ま
す
︒現
在
で
は
︑版
元
名
や
画
の
特
徴
に
よ
っ

て﹁
行
書
版
東
海
道
﹂﹁
狂
歌
入
東
海
道
﹂な
ど
と
便
宜
的
に

通
称
を
つ
け
て
区
別
さ
れ
ま
す
︒こ
れ
ら
の
作
品
は
︑版
の

大
小
や
縦
横
が
さ
ま
ざ
ま
あ
り
︑そ
れ
ぞ
れ
に
見
ど
こ
ろ

が
尽
き
ま
せ
ん
︒



　何かのきっかけで、倉庫や棚などを整理
したとき、昭和の時代を写した古い写真が
出てきたり、さらに明治 ・ 大正の時代の写
真が出てきたりすることがあります。その写
真を見ながら当時の様子を思い浮かべるこ
とがあります。今回から安城市の街の様子
や建築物、風物が写っている写真を題材
に、当時のことを思い起こし、歴史に親し
んでいきたいと思います。

精月堂のパン袋

45

写
真
①
を
見
て
く
だ
さ
い
︒

こ
れ
は
︑
今
村
駅
︵
昭
和
四
十

五
年
︹
一
九
七
○
︺
に
新
安
城

駅
と
改
称
︶
構
内
の
写
真
で
す
︒

現
在
の
駅
の
様
子
と
比
較
し
て

み
る
と
い
ろ
い
ろ
な
違
い
を
発

見
で
き
ま
す
︒
駅
舎
が
木
造
平

屋
で
す
︒
現
在
の
駅
に
あ
る
よ

う
な
南
北
を
結
ぶ
地
下
道
形
式

の
通
路
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑

橋
状
通
路
も
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も

あ
り
ま
せ
ん
︒
島
式
三
面
六
線

に
な
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ま
で
は
︑

駅
構
内
の
軌
道
を
横
断
し
︑
ス

ロ
ー
プ
を
上
っ
て
行
き
ま
す
︒

写
真
の
奥
に
は
田
が
広
が
り
︑

線
路
の
南
側
沿
い
に
は
民
家
が

あ
り
ま
せ
ん
︒
そ
の
向
こ
う
に

は
︑
今
は
な
い
愛
知
紡
績
安
城

工
場
が
写
っ
て
い
ま
す
︒

さ
て
︑
今
村
駅
は
︑
大
正
十

二
年(

一
九
二
三)

に
完
成
し
て

い
ま
す
︒
名
古
屋
鉄
道
の
前
身

﹁
愛
知
電
気
鉄
道
﹂
が
新
知
立

仮
駅
︵
後
の
東
知
立
駅
︑
昭
和

四
十
三
年[

一
九
六
八]

に
廃
止
︶

と
西
岡
崎
駅
︵
現
︑
岡
崎
公
園

前
駅
︶
間
の
開
業
時
に
開
業
し

ま
し
た
︒︵
大
正
十
五
年[

一
九

二
六]

に
碧
海
電
鉄
が
今
村
駅

と
米
津
間
を
開
業
︶

こ
の
路
線
は
︑
今
村
を
東
西

に
分
け
て
線
路
が
進
む
た
め
︑

駅
を
ど
こ
に
造
る
か
で
論
争
が

あ
り
ま
し
た
︒
愛
知
電
気
鉄
道

か
ら
出
さ
れ
た
条
件
は
︑
駅
を

懐かしの写真
昔ものがたり

新連載

文責 : 岩﨑正樹（安城市歴史博物館 館長）

造
る
の
に
必
要
な
三
千
坪
の
土

地
は
地
元
の
寄
付
に
よ
る
と
い

う
も
の
で
し
た
︒
村
の
東
側
と

西
側
の
住
民
の
駅
建
設
地
の
争

い
は
決
着
が
な
か
な
か
つ
か
ず
︑

や
む
な
く
神
意
を
聞
く
こ
と
と

な
り
︑
神
前
で
抽
選
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
︒
そ
の
結
果

西
側
の
住
民
が
勝
っ
た
の
で
す

が
︑
零
細
な
農
民
が
多
く
︑
土

地
を
手
放
す
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
に
な
り
︑
東
側
が

受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
︒

東
側
は
他
町
村
の
地
主
が
多
く

容
易
に
話
が
ま
と
ま
り
︑
今
村

駅
が
で
き
ま
し
た
︒
駅
が
造
ら

れ
た
場
所
は
︑
往
時
の
前
之
池

と
い
う
大
き
な
池
の
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
し
た
︒

写
真
②
は
︑
昭
和
四
十
年
代

初
期
の
今
村
駅
南
口
方
面
の
様

子
で
す
︒
こ
の
写
真
に
は
写
っ

て
い
ま
せ
ん
が
︑
地
下
道
の
工

事
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
の
写
真
で

す
︒
ま
だ
駅
か
ら
の
見
通
し
は

よ
く
︑
写
真
の
奥
に
は
マ
キ
タ

電
機
製
作
所
の
工
場
が
見
え
て

い
ま
す
︒
手
前
に
は
バ
ス
停
が

あ
り
路
線
バ
ス
が
止
ま
っ
て
い

ま
す
︒
こ
の
こ
ろ
は
高
度
経
済

成
長
の
波
に
乗
り
︑
工
場
が
増

大
し
て
い
っ
た
時
期
に
当
た
り

ま
す
︒
農
地
が
転
用
さ
れ
て
宅

地
や
工
場
用
地
と
な
っ
て
い
く

時
期
で
︑
駅
前
が
整
備
さ
れ
︑

街
が
ま
す
ま
す
発
展
し
て
い
く

き
ざ
し
を
感
じ
る
一
枚
で
す
︒

現
在
で
は
︑
駅
前
に
は
ビ
ル

が
建
ち
並
び
︑
大
型
商
業
施
設

も
あ
り
ま
す
︒
駅
か
ら
は
マ
キ

タ
の
工
場
が
見
え
な
く
な
っ
て

い
ま
す
︒
そ
の
ほ
か
に
も
駅
周

辺
に
は
︑
工
場
だ
け
で
は
な
く

住
宅
地
も
広
が
り
︑
人
口
密
集

地
に
な
り
ま
し
た
︒
一
枚
目
の

写
真
の
田
の
と
こ
ろ
は
現
在
住

宅
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
︒

今
村
と
い
う
町
名
は
今
は
あ

り
ま
せ
ん
︒
人
口
が
増
え
た
こ

と
に
よ
り
︑
昭
和
四
十
三
年(

一

九
六
八)

今
村
駅
周
辺
の
区
画

整
備
を
機
会
に
︑
今
村
町
を
四

つ
の
街
に
分
割
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
︒
今
本
町
︑
東
栄
町
︑

今
池
町
︑
住
吉
町
で
す
︒
町
名

に
つ
い
て
は
︑
名
鉄
線
路
北
側

西
半
分
を
今
村
の
本
町
と
い
う

意
味
で
今
本
︑
東
半
分
を
東
に

栄
え
る
こ
と
を
願
っ
て
東
栄
︑

線
路
の
南
側
東
半
分
を
池
浦
町

と
の
中
間
に
あ
る
と
い
う
こ
と

で
今
池
︑
同
じ
く
西
半
分
を
比

較
的
新
し
い
住
宅
地
が
で
き
た

と
こ
ろ
か
ら
住
み
よ
い
街
に
し

よ
う
と
考
え
て
︑
住
吉
と
名
付

け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒

年
配
の
方
の
話
で
は
︑
戦
前
に

は
名
鉄
本
線
の
北
側
を
流
れ
る

西
高
根
用
水
の
南
側
に
ほ
と
ん

ど
人
家
が
な
か
っ
た
そ
う
で
す
︒

そ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
と
て
も

大
き
な
変
化
で
す
︒

収蔵品紹介

毎
日
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
ひ
と

つ
に
パ
ン
が
あ
り
ま
す
︒
今
か
ら
一
〇

〇
年
前
の
大
正
六
年
︵
一
九
一
七
︶︑

横
浜
市
長
者
町(

横
浜
市
中
区
長
者

町)

に
一
軒
の
パン
屋
が
開
店
し
ま
し

た
︒
店
主
は
平
岩
角
市
と
い
い
︑
今
の

安
城
市
木
戸
町
の
出
身
で
し
た
︒　

収
蔵
品
に
﹁BAKERY

和
洋
菓
子

各
種
其
他
パ
ン
一
式 

精
月
堂 

平
岩
﹂

と
印
刷
さ
れ
た
紙
袋
が
あ
り
ま
す
︒
角

市
が
長
者
町
に
開
店
し
た
パ
ン
屋
の
紙

袋
で
す
︒

日
本
の
パ
ン
の
起
源
は
諸
説
あ
り
ま

す
が
︑
今
に
続
く
パ
ン
屋
の
流
行
は
幕

末
に
開
港
し
た
横
浜
な
ど
の
港
町
か
ら

広
ま
り
ま
し
た
︒
当
初
は
フ
ラ
ン
ス
パ

ン
が
主
流
で
し
た
が
︑
居
留
地
に
多
か
っ

た
イ
ギ
リ
ス
人
の
影
響
か
ら
︑
次
第
に

イ
ギ
リ
ス
流
の
山
型
食
パ
ン
が
台
頭
し

て
き
ま
し
た
︒

明
治
期
に
広
ま
っ
た
パン
屋
は
食
パン

の
ほ
か
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
も
手
が
け

て
い
ま
す
︒
こ
れ
は
保
存
食
と
し
て
海

軍
か
ら
の
需
要
が
多
か
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
︒
ま
た
東
京
の
木
村
屋
の
あ

ん
パン
の
よ
う
な
菓
子
パン
も
登
場
し
て

き
ま
す
︒
当
時
の
パ
ン
屋
は
ま
だ
イ
ー

ス
ト
菌
を
使
用
せ
ず
︑
自
家
製
の
酵
母

や
ホ
ッ
プ
種
・
酒
種
を
酵
母
の
か
わ
り

に
使
用
し
ま
し
た
︒
菓
子
パ
ン
は
︑
木

村
屋
の
よ
う
に
酒
種
を
使
用
し
て
い
ま

し
た
︒
こ
れ
は
あ
ん
パ
ン
と
の
相
性
も

よ
く
︑
味
付
け
パ
ン
の
主
流
で
し
た
︒

横
浜
の
パ
ン
屋
は
次
第
に
店
を
増
や
し

組
合
を
設
立
し
ま
し
た
︒

角
市
は
︑
明
治
十
九
年
︵
一
八
八

六
︶︑
碧
海
郡
木
戸
村
で
生
ま
れ
ま
し

た
︒
一
三
歳
の
時
に
名
古
屋
の
和
洋
菓

子
平
岡
屋
で
奉
公
し
ま
す
︒
平
岡
屋
は

岡
崎
市
大
平
町
出
身
の
近
藤
伍
三
郎
が

横
浜
で
修
行
し
た
後
︑
名
古
屋
で
開
い

た
店
で
し
た
︒

一
八
歳
の
と
き
に
角
市
は
横
浜
の
パ

ン
屋
盛
月
堂
に
入
り
ま
し
た
︒
盛
月
堂

は
海
軍
に
パン
を
卸
し
て
い
た
パン
屋
で

組
合
に
入
っ
て
い
ま
し
た
︒

大
正
六
年
に
角
市
は
独
立
し
て
パ
ン

屋
を
開
店
し
ま
し
た
︒
し
か
し
︑
六
年

後
の
大
正
十
二
年
九
月
一
日
︑
推
定
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七.

九
と
い
わ
れ
る
関
東

大
震
災
が
お
こ
り
︑
横
浜
や
東
京
は
壊

滅
的
な
被
害
に
あ
い
ま
し
た
︒
こ
の
時

に
角
市
も
店
を
失
い
ま
し
た
︒
地
震
の

後
︑一
時
叔
父
夫
婦
の
い
る
三
ツ
川(

安

城
市
藤
井
町
な
ど)

で
世
話
に
な
り
ま

し
た
︒角
市
が
出
し
た
葉
書
に
よ
る
と
︑

店
が
再
開
し
た
の
は
十
一
月
二
十
七
日

と
あ
り
ま
す
︒
同
年
で
す
と
わ
ず
か
三

か
月
弱
で
す
が
︑
大
正
十
三
年
一
月
二

十
三
日
の
葉
書
に
﹁
パン
製
造
商 

精
月

堂
﹂
と
み
え
る
こ
と
か
ら
同
年
の
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
︒
大
正
十
二
年
ま
で
店

名
は
﹁
平
岩
商
店
﹂
で
し
た
が
︑
十
一

月
二
十
七
日
の
再
開
を
機
に
店
名
を
盛

月
堂
由
来
の
精
月
堂
に
変
え
た
と
思
わ

れ
ま
す
︒
こ
れ
ら
震
災
前
後
の
こ
と
は

角
市
か
ら
叔
父
夫
婦
な
ど
へ
あ
て
た
何

通
か
の
葉
書
に
み
ら
れ
ま
す
︒
ち
な
み

に
前
述
の
一
月
二
十
三
日
の
葉
書
に
は
︑

同
月
十
五
日
に
起
こ
っ
た
最
大
の
余
震

︵
丹
沢
地
震
︶
の
た
め
多
く
の
家
屋
が

壊
れ
︑
水
道
が
止
ま
り
︑
み
な
飲
み
水

に
困
っ
て
い
る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
︒

横
浜
市
は
早
く
か
ら
水
道
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
︑
震
災
で
は
反
対
に
不

便
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
︒

角
市
が
横
浜
へ
修
行
に
出
て
き
た
明

治
後
期
︑
横
浜
の
パ
ン
屋
と
い
え
ば
宇

千
喜
︵
ウ
チ
キ
パ
ン
︶
や
富
田
屋
︑
勢

国
堂
が
著
名
で
し
た
︒
こ
れ
ら
の
店
は

営
業
税
や
従
業
員
数
も
常
に
市
内
で
上

位
を
占
め
て
い
ま
し
た
︒
震
災
後
再
開

し
た
角
市
の
精
月
堂
は
そ
の
後
少
し
ず

つ
規
模
を
広
げ
て
い
き
ま
す
︒
昭
和
五

年
︵
一
九
三
〇
︶︑
精
月
堂
は
営
業
税

が
横
浜
市
内
一
一
番
目
に
な
り
︑
従
業

員
数
で
は
昭
和
八
年
に
一
時
九
人
に
も

増
え
ま
し
た
︒
こ
れ
は
勢
国
堂
に
続
い

て
市
内
三
番
目
に
な
る
ほ
ど
の
規
模
で

し
た
︒

明
治
か
ら
大
正
︑
昭
和
に
か
け
て
安

城
市
域
か
ら
東
京
や
横
浜
︑
大
阪
な

ど
へ
出
て
事
業
を
志
し
た
人
は
た
く
さ

ん
い
ま
し
た
︒
志
半
ば
で
あ
き
ら
め
て

帰
る
人
も
多
い
中
︑
角
市
は
大
変
な
震

災
を
乗
り
越
え
パン
屋
を
成
功
さ
せ
ま

し
た
︒

文責・水谷令子

ヨコハマのパン屋さん
精月堂

精月堂があった長者町近くの横浜吉田町の絵葉書（明治後期、本館蔵）

写真① 今村駅構内 [ 里町町内会蔵 ]写真① 今村駅構内 [ 里町町内会蔵 ]

写真② 今村駅南口方面 [ 里町町内会蔵 ]写真② 今村駅南口方面 [ 里町町内会蔵 ]



安城市歴史博物館の ７月～９月のイベント

は
た
ら
く

人
た
ち

安
祥
文
化
のさ
と
で

埋
蔵
文
化
財
セ
ンタ
ー

「
発
掘
作
業
員
」

 
発
掘
作
業
員
の
仕
事
っ
て
？

埋
蔵
文
化
財
が
あ
る
土
地
か
ど
う
か
確
認
調
査
を
行

い
︑遺
構
や
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
ら
︑本
格
的
な
発
掘

調
査
を
行
い
ま
す
︒

安城市内には、およそ 250 か所以上の遺跡があります。
これらの遺跡を後世に残していくためにも、開発事業などで遺跡が
壊される前に写真や図面で記録保存するための発掘調査を行っ
ています。
今回は、その発掘調査に関わる発掘作業員の仕事を紹介します。

体 験 講 座

Q1

遺
跡
を
平
面
図
と
し
て
記
録
し
ま
す
︒

遺構測量

申込：窓口または電話（0566-77-6655）で（1）講座名 （2）住所 （3）氏名 （4）年齢 （5）電話番号 （6）参加人数 をお知らせください。

体験講座「オリジナル風鈴づくり」
〔内容〕 ガラスに自由に絵を描いて、オリジナルの風鈴
を作ります。
〔日時〕 7月23日（日）  ①10:00～12:00  ②13:00～15:00
〔会場〕 体験学習室
〔定員〕 各25名
〔費用〕 500円 
〔対象〕 どなたでも
〔募集開始〕 7月8日（土）9:00～

要申込

昔
の
建
物
の
柱
穴
や
溝
な
ど
の
遺
構
を
見
つ
け
出

し
ま
す
︒

遺構検出

重
機
や
人
力
で
表
土
を
剥
ぎ
取
っ
て
遺
構
の
あ
る

層
ま
で
掘
り
下
げ
ま
す
︒

表土剥ぎ

柱
穴
や
溝
な
ど
の
遺
構
の
中
の
土
を
丁
寧
に
取
り
除
き
ま
す
︒

遺構掘削

土
層
の
断
面
を
計
測
し
︑
図
や
文
章
と
し
て
記
録

し
ま
す
︒

土層の記録

し
　
び

      

こ
の
仕
事
の
魅
力
は
な
ん
で
す
か
？

Q2
何
百
年
前
に
生
き
て
い
た
人
た
ち
が
使
っ
て
い
た
モ

ノ
を
︑現
代
で
最
初
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
喜

び
で
す
︒今
ま
で
で
一
番
驚
い
た
の
は
︑別
郷
廃
寺
跡
の

鴟
尾︵
屋
根
の
両
端
に
つ
け
た
飾
り
︶の
破
片
を
発
掘

し
た
こ
と
で
す
︒初
め
は
石
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
し
た
が
︑

調
査
を
す
る
と
鴟
尾
だ
っ
た
こ
と
に
感
激
し
ま
し
た
︒

た

体験講座「和の心  お香に親しむ」
〔内容〕香木を炷いて良い香りを楽しむ聞香を、初心

者の方にも分かりやすく紐解きます。
〔日時〕 9 月 10 日（日）10:30 ～ 12:00
〔定員〕 20 名  
〔対象〕 どなたでも  
〔費用〕 800 円 
〔会場〕 体験学習室
〔募集開始〕 8 月 20 日（日） 9:00 ～

もんこう

遺
構
を
撮
影
し
︑
記
録
し
ま
す
︒

写真撮影

NEW
ミュージアムショップ新商品ミュージアムショップ新商品ミュージアムショップ新商品

歴博マスキングテープが登場
ミュージアムショップに新商品が登場します！
歴史博物館オリジナルのマスキングテープです。
デザインは「安城市歴史博物館」と「人面文土器」をイ
メージした2種類です。
スケジュール手帳をデコレーションしたり、プレゼントの
ラッピングに活用したり、いろいろ使ってみてくださいね。

安城市歴史博物館バージョン（12mm×10m）

人面文土器バージョン（12mm×10m）

調
査
が
終
わ
る
と
︑
掘
削
し
た
区
域
を
丁
寧
に
埋

め
戻
し
ま
す
︒

埋め戻し

8/29（火）～ 9/3（日）の 6日間は歴史博物館、市民ギャラリー、埋蔵文化財センター
を夜 8 時まで開館します！
夜間開館の期間中は様々なイベント、アート企画、博物館ナイトツアーをおこな
います。ぜひ夜の博物館にお越しください！

夜
の
博
物
館
に
ワ
ク
ワ
ク
！

博物館ナイトツアー1
イベント

ナ
イ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

かき氷や甘酒の
販 売。スーパー
ボールすくいも
あります！
お楽しみに！

夏
休
み
ラ
ス
ト
ウ
ィ
ー
ク
は
歴
博
に
G
O
！

［申込み・問合せ］
安城市歴史博物館　TEL：0566-77-6655

懐中電灯を持って、夜の常設展示をめぐりま

す。昼間とは違ったドキドキ感をお楽しみに。

日時 8/31（木）、9/1（金）・3（日）

①18:00 ～ ②18:30 ～ ③19:00 ～

会場 歴史博物館2F常設展示室

8/29（火）～ 9/3（日）

特別展「生誕220年 広重」

夜間展示解説2
イベント

特別展「生誕220年 広重」の展示解説をお

こないます。（観覧料500円が必要、中学生

以下は無料）

日時 8/30（水）、9/2（土）いずれも18:30 ～

会場 歴史博物館1F企画展示室

光の切り絵作家、酒井敦美さんが描く光と
映像の世界を展示します。

光の切り絵展
～みんなで灯す夢あかり～

日時 8/29（火）～ 9/3（日）の６日間

9:00 ～20:00

会場 市民ギャラリー展示室A・B・C・D・E

野外幻灯

光の切り絵作家、酒井敦美さんがプロ
デュースし、市民ギャラリー壁面と市民ギャ
ラリー入口付近の地面に光のアート映像を
映し出します。

日時 9/2（土）・3（日） 19:00～21:00

会場 市民ギャラリー壁面、玄関前スペース等

［会場］①市民ギャラリーエントランスホール
　　　②市民ギャラリー外　玄関前スペース

安城芸妓文化振興会

「笑美素会」

［時間］18:30 ～ 19:00
安城の芸妓さんによる唄や踊りを披露します。

［会場］歴史博物館エントランスホール

安城学園高等学校
合唱部

［時間］①18:30 ～ 19:00  ②19:30 ～ 20:00

8/29
( 火 )

9/2
( 土 )

合唱曲とハンドベルの演奏で、夏の夜の素敵な
ひとときをお届けします。

ステージ出演

写真はイメージです

定員 各10名

申込 8/5（土）から電話で受付開始。

土器ドキ晩ゴハン

復元弥生土器でご飯を炊きあげます。弥生時

代のご飯の作り方をみんなで体験します。

日時 9/2（土）17:00～19:00

定員 10組（先着順）参加費 1人100円

対象 家族やグループ（1組5名まで）

8/5（土）から電話で受付開始。申込

豚汁のふるまい

安城エプロン会さんによる美味しい豚汁のふる

まいがあります。

定員 先着150名様（無くなり次第終了）

日時 9/2（土）19:00～

喫茶「古都」20:00まで営業
67

げいぎ

え び す か い

会場 歴史博物館玄関前スペース


